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【出題意図および採点のポイント】
聖書の引用部分をもとに、創造記事に示されるキリスト教の人間観についての基本的な内容理解を確かめる
問題である。また、その人間観を、環境・エコロジー問題という現代の具体的な事象に関連づけて説く思考力
を要求する問題である。

〔論述のポイント〕
1.環境・エコロジー問題とは、一般的には「人間と大地（自然）とのかかわり」における人間主体の問題であり、
直接的には人間のふるまいの問題であると考えられる。

2.一方、聖書の創造記事は、人間とは３つのかかわりの諸次元を有する「かかわりの存在」であることや、こ
れらの３つのかかわりは相互に分かち難く密接につながっていることを示唆している。

3.人間存在の３つのかかわりが不可分であるという人間理解にもとづけば、環境・エコロジー問題を考察する
際に、人間と自然とのかかわりのみならず、人間相互のかかわりや、人間と神とのかかわりをも考慮に入れ
るべきであるとの視野が開かれる。ゆえに、環境・エコロジー問題にとって、キリスト教の人間観が大切である
と言える。

【出題意図および採点のポイント】
聖書の引用部分が示唆する、キリスト教の人間観における３つのかかわりについて、これらには、本来ある
べき調和のとれた状態が付与されていたのだという基本的理解を確かめる問題である。同時に、この調和を
人間が破壊したことを、現代社会の諸問題に見てとり、環境問題や社会問題を例示しながら説く思考力を要
求する問題である。

〔論述のポイント〕
1.かかわりの存在としての人間の３つのかかわりには、本来調和がとれた状態が与えられていたが、人間の
側からこれらの調和を断裂したことをキリスト教では「罪」と理解する。

2.私たち人間が創られたものとしての限界を認めることを拒むという人間の内面的な不調和は、神とのかか
わりの断裂であり、それは自然も人間も神の被造物であるということや、人間は自然や他者とのかかわりに
おける本来の調和を保つ任の否定にもつながっている。

3.これが、人間と自然のかかわりや、人間と他者とのかかわりという人間に外在するものとのかかわりの不調
和ももたらしている。

4.結果として、人間と自然のかかわりの不調和は、現代社会において、具体的には地球温暖化やアマゾン熱
帯雨林破壊、プラゴミ問題や過剰な遺伝子操作の問題、原発など核のテクノロジーの問題など、さまざまな自
然枯渇や汚染などの環境問題としてあらわれている。

5.また、人間と人間とのかかわりの不調和は、現代社会において、具体的には、先住民族やハンディキャッパ
など社会的弱者の差別や人権侵害の問題や、先進国と途上国の著しい経済格差や消費格差をはじめとする
格差問題など、人間の尊厳を傷つける社会問題としてあらわれている。

6.人間と自然のかかわりの不調和による環境の諸問題も、人間と人間とのかかわりの不調和による社会の
諸問題も密接につながっている。

7.このように、創造主の否定、神の排除という人間の内側の不調和は、自然や他者を大切にし、これらとの本
来のかかわりの調和を守る根拠を自らのうちに見失うことを意味すると同時に、自然環境と社会環境に深刻
な諸問題として顕在化している。


